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5 月8 日、 わかぐり運動公園で KSC なかよしスポーツクラブ ・

KSC エンジョイスポーツクラブ主催「2016 スポレク祭」が行われま

した。 好天に恵まれ、 小さいお子さんから大人

までたくさんの来場者が集まり、 さまざまなス

ポーツを体験し楽しみました。 あゆみ太鼓によ

る演奏やよさこいソーランなどの演舞も披露さ

れ、 スポーツの力で活気あふれた 1日となりま

した。
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スポーツの力で
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▼投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集しています。 7月4日🈷 までに情報広報課（〒300-0192　大和田562番地）へお願いします。

なお、 応募多数な場合には掲載されない場合がありますのでご了承ください。
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わ
が
ふ
る
さ
と

史
宝
を
た
ず
ね
て

稲
吉
宿
本
陣「
坂
本
家
住
宅
」

江
戸
時
代
の
街
道
筋
に
設
け
ら
れ
た
本
陣
・

脇
本
陣
は
、
支
配
者
階
級
の
た
め
の
専
門
旅

籠
で
し
た
。
本
陣
は
、主
と
し
て
幕
府
の
公
用
人
、

大
名
な
ど
の
休
泊
に
使
わ
れ
、
脇
本
陣
は
、
本

陣
で
泊
ま
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
に
使
用
さ

れ
る
旅
籠
で
す
。
空
い
て
い
る
場
合
は
、
一
般
の

旅
人
も
利
用
で
き
た
よ
う
で
す
。
そ
の
建
築
は

本
陣
造
と
い
わ
れ
る
雄
大
な
も
の
で
、
門
、
玄

関
、
上
段
の
間
を
持
つ
特
色
が
あ
り
ま
す
。
稲

吉
宿
本
陣
の
玄
関
の
屋
根
の
上
部
に
は
領
主
本

堂
家
の
家
紋（
笹
り
ん
ど
う)

が
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。	

水
戸
街
道
に
も
本
陣
は
、
た
く
さ
ん
設
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
取
手
宿
・
中
貫

宿
・
稲
吉
宿
に
の
み
、
そ
の
遺
構
を
見
る
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
ま
た
こ
こ
に
は
、
樹
高
７
㍍
、
胸

高
周
68
㌢
の
見
事
な
椿
が
あ
り
ま
す
。
樹
齢
は

約
２
０
０
年
と
い
わ
れ
、
本
陣
の
庭
園
を
彩
る

庭
木
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
植
え
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

稲
吉
宿
本
陣
を
通
る
水
戸
家
大
名
行
列
の

為
に
、
前
日
・
当
日
・
翌
日
３
日
間
で
人
足

１
６
３
８
人
・
馬
７
４
５
疋
を
使
用
し
た
こ
と
を

示
し
た
文
書（
明
和
３
年
・
１
７
６
６
年
）が
あ
り

ま
す
。
こ
の
時
は
、
稲
吉
宿
の
み
で
は
足
ら
な
い

た
め
に
近
隣
の
村
々
か
ら
人
馬
の
協
力
を
得
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
宿
駅
が
、
他
村
か
ら
人
馬
の

協
力
を
得
る
制
度
を「
助
郷
」と
い
い
ま
す
。
交

通
が
次
第
に
多
く
な
る
と
、
人
馬
の
需
要
は
著

し
く
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
の
で
、
宿
駅
の
常
備

人
馬
で
は
不
足
を
き
た
し
、
こ
こ
に「
助
郷
」が

制
度
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

こ
こ
稲
吉
宿
で
は
、
水
戸
家
参
府
の
時
の
記

録
で
は
、
領
内
の
村
々
は
も
ち
ろ
ん
、
東
は
男

神
村（
か
す
み
が
う
ら
市
）か
ら
西
は
大
島
村（
つ

く
ば
市
）な
ど
助
郷
村
49
カ
村
の
人
馬
が
集
ま

り
継
立（
貨
客
を
宿
駅
か
ら
宿
駅
へ
送
り
継
ぐ

こ
と
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
宿
駅
の
人
馬
役
は
、
百
姓
の
仕
事

以
外
に
課
せ
ら
れ
た

労
役
で
、
交
通
量
が

増
え
れ
ば
負
担
が
重

く
圧
し
掛
か
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
負
担
が
下
稲

吉
村
の
疲
弊
に
つ
な
が

り
安
永
の
一
揆（
助
六
一

揆
）の
要
因
に
も
な
っ
て

い
く
の
で
し
た
。

次
回
は
旧
福
田
家
住
宅
・
板
倉
を
紹
介
し

ま
す
。

（
深
井　

征
一
郎
）

※
稲
吉
宿
本
陣
は
外
か
ら
ご
見
学
く
だ
さ
い
。
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